
 

おわりに                      大田区立東蒲小学校 副校長 滝澤 智 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

本研究に携わった教職員 

校  長 鈴木 裕二     副校長 滝澤  智 

１年１組 関澤 英昭     １年２組 福岡 悠花     ２年１組 海堀 志織     ２年２組 小早川湧万     

３年１組 林  蓉子     ３年２組 西田恵美菜     ４年１組 井出恵美子     ４年２組 鵜木  祥     

５年１組 安江 航平☆    ６年１組 田中 久貴     音  楽 小林奈津子     図  工 黒川 明花     

算数少人数 小倉 宏美     理  科 和田 光生     養  護 島田早津樹     家  庭 中野 美枝 

サポートルーム 山田 隆一     サポートルーム 山崎 智里     サポートルーム 廣木 璃星     特別支援教室専門員 中野 美枝 

講  師 佐藤まなみ     講  師 梅田まり子     事務主事 酒井和加子     学校栄養士 小俣日向子     

スクールカウンセラー 井上 七海     副校長アシスタント 吉田 規雄     教員支援員 アミール喜代子     学校事務補助員 小柴 君代 

読書学習司書 寺田 早苗     学校特別支援員 丸山 純礼     登校支援員 酒井 愛子     理科支援員 佐竹美由紀          

ＡＬＴ Natalie Threyarng Jonjaroenlarp           ＡＬＴ Nicole Derick Fernandes 

用  務 栗野 普輝     用  務 田澤 隆則     用  務 高橋  眸 

 

☆研究主任 

 

御指導いただいた講師の先生方 

玉川大学 教育学部 教授            坂野 慎二 様 

日本大学 経済学部 教授            山森 光陽 様 

東京都教育委員会義務教育指導課 統括指導主事 播磨 靖文 様 

大田区教育委員会事務局指導課 統括指導主事   秋山  亮  様 

大田区教育委員会事務局指導課 統括指導主事   折田 和宙 様 

大田区教育委員会事務局指導課 指導主事      遠藤 健太 様 

大田区教育委員会事務局指導課 指導主事      江袋 勇樹 様 

大田区教育委員会事務局指導課 指導主事      村松 千恵子 様 

大田区教育委員会事務局指導課 指導主事      原口 慧史 様 

令和６・７年度 東京都教育委員会 小学校教科担任制等推進校(小規模校におけるモデル校) 

令和６・７年度 大田区教育委員会 教育研究推進校 

令和６年度   大田区教育委員会 独自教科新設に向けた研究実践校 

はじめに                        大田区立東蒲小学校長  鈴木 裕二 

本校ではこの一年間で、研究全体会14回・授業研究７回を行い、研究を推進してきました。研究を中心に、児童の「未来を切り拓く力」

を育成することを目標としながらも、同時に自己肯定感の向上、学力向上を図るとともに、教員の授業力、指導力、同僚性の向上、働き方改

革の推進、更には地域との連携などを一体的に進めています。全てはつながっています。 

また、今年度ＯＪＴ主任を新設し、教員全員が一人１回以上講師となり自分の得意なことを伝授するＯＪＴを 30 回、デジタル学習基盤

を生かした新しい授業スタイルなどのＩＣＴ研修を 8 回、職員夕会でＯｆｆ-ＪＴや他校の研究発表会の還元研修を数えきれないほど実施

するなど校内研修にも力を入れてきました。校内研究と校内研修を車の両輪に見立て、児童と教員の学びは相似形という考えで、児童も教

員も試行錯誤しながら共に学び続けています。私は、「ピンチはチャンス」、「失敗してもいいからやってみよう」、「挑戦なくして成長なし」

という言葉を機会あるごとに直接、児童と教員の両方へ伝えてきました。 

論を組み立て、常に研究を導いた研究主任をはじめ、熱心に研究に取り組んだ本校の教職員を誇りに思います。これから研究は、一年間続

きます。ぜひ、本校の研究にご注目ください。そして、次年度の研究発表会を楽しみにしていてください。 

結びに、懇切丁寧に御指導いただきました講師の先生方、御協力いただいた授業パートナーの皆様、研究の機会を与えてくださいました

東京都教育委員会及び大田区教育委員会に心より感謝申し上げます。 

 

令和６年度 

日本教育工学協会から、教育の情報化に総合的に取り組み、情報化によって

教育の質の向上を実現している学校として「学校情報化優良校」に認定されま

した。認定期間は、令和５年９月13日から令和８年３月31日までです。 

御協力いただいた授業パートナーの皆様 

キネマ通り商店街元会長     柳町  忠  様 

大森麦わら細工の会 代表    藤塚 悦司 様 

蒲南茶荘 常務取締役      鈴木 和貴 様 

八百文             高木 知幸 様 

メンズヘアサロン ロダン     源  旨宣 様 

上州屋紙店           川田 久子 様 

大田区立郷土博物館 学芸員   小室  綾  様 

和歌山県みなべ町 うめ課課長   平  喜之 様 

和歌山県みなべ町 うめ課副課長 下浦 智久 様 

大田区立郷土博物館 学芸員 小室 綾 様 

第４期教育振興基本計画であるおおた教育ビジョン（令和６～10 年度）の一丁目一番地に「笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す

力を育てます」があります。本校の研究は、その理念を具現化することが目的です。「おおたの未来づくり」科の目標は、創造的な資質・能

力の育成です。本校では創造的な資質・能力を「未来を切り拓く力」と定義し、目指すこども像を「もち味を生かして挑戦するこども」と

しました。研究の手だては、昨年度までの研究を生かして、目標の明確化、導入の工夫、掲示物の工夫、ＩＣＴ等の活用、個別最適な学び

と協働的な学び、振り返りの充実などです。 

また、目指すべき創造的な資質・能力の素地である３つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性

等」のうち、学校の教育目標や本校児童の実態、研究主題に照らして、本校では「学びに向かう力、人間性等」に焦点化しました。そして、

創造的な資質・能力の素地を系統的に指導するための系統表とオリジナルの研究キャラクターを開発しました。 

さらに、今年度から第５・６学年で教科担任制を取り入れ、教科の専門性を生かした質の高い授業を行い、多面的・多角的な児童理解の

促進を図り、複数の教員で学級を見守ることによる学級の安定化を図る取組を生かして本研究を推進しました。 

最後に、研究の効果検証は、全学年・専科による年７回の授業研究と７月と12月の児童アンケート結果で行いました。次年度も同じ項

目の児童アンケートを７月と12月に実施し、児童の姿の変容を継続して観察・分析していきます。 

 

〒144-0031  

大田区東蒲田一丁目19番25号 

ＴＥＬ 03－3732－9635 

https://www.ota-school.ed.jp/touho-es/ 

 

令和７年３月25日 

大田区立東
とう

蒲
ほ

小学校 

 

◎ 未来を切り拓く子ども 

毎日更新しています。 

ホームページ見てね！ 

    

研究方法の一つ、７回の授業研究では、指導の手だてによりもち味を生かして挑戦する姿が多く見られた。研究方

法のもう一つ、児童を対象とした質問紙調査による実態把握及び検証では、６項目のうち４項目で増加が見られたが

２項目で減少が見られ、これを次年度への課題とする。研究仮説の検証に向けて、研究２年目も追究していく。 

 

研 究 １ 年 目 の ま と め
め 



⑨ 第１学年から第４学年において各教科等の学習を通して育成する創造的な資質・能力の
素地 

 
○ 問題の発見や解決に向かって、自分のもち味を生かして挑戦し、主体的に取り組もう
とする態度を身に付ける。 

⑦ 関連する第５学年及び第６学年の
学習内容 

○ 総合的な学習の時間「プログラミ
ングをしよう」、「ＳＤＧｓについて
学ぼう」 

○ 国語「発見、日本文化の魅力」、
「みんなが使いやすいデザイン」 

○ 社会「願いを実現する政治」、「わ
たしたちの生活と工業」 

○ 図画工作「私の感じる和」、「あっ
たらいい町どんな町」 

○ 家庭「共に生きる地域での生活」、
「いっしょに『ほっとタイム』」 

○ 外国語「地域のことを伝えよう
This is our town.」、「おすすめの場
所を紹介しようYou can drink 
Japanese tea.」 

 

⑥ ＜第５学年の具体的な内容＞      ＜第６学年の具体的な内容＞ 
 

③ 教科等横断的な学習の充実と創造的な資
質・能力の育成に関する社会の要請 

 
○ 笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出
す力を育ててほしい。 

   （おおた教育ビジョン） 

本校の教育目標 
◎ 未来を切り拓くこども 
と 友達を大切にするこども 
う 運動で体をきたえるこども 
ほ 本気で学ぶこども 
よ よく聞き話せるこども 

④ 地域の特色と活用したい地域の教育資源 
 
○ 地域には、古くからある南蒲田北野神社があり、児童が伝統的行事に触れる機会があ
る。また、境内には梅の木が多く植えられている。 

○ 梅屋敷には、梅の名所や梅にまつわる歴史が残っている。 
○ 江戸時代に山本久三郎が梅の木を集めた梅屋敷という茶屋を開いたという歴史ある土地
が身近である。東海道を行く旅人のための土産として麦わら細工などが売られていたと言
われている。 

○ 児童にとって身近な公共施設や公園、商店が数多くある。 
・蒲南茶荘  ・キネマ通り商店街  ・南蒲田北野神社 ・大田区産業プラザPiO 
・大田区総合体育館  ・東蒲田公園  ・蒲田図書館  ・大正湯 
・聖蹟蒲田梅屋敷公園  ・大田区郷土博物館            ・大田区観光情報センター 

② 教科等横断的な学習の充実と創造
的な資質・能力の育成に関する地域や
家庭の願い 

 
○ 地域や家庭の人々との交流を通し
て、自ら考え、判断し、行動できる
力を高めてほしい。 

① 創造的な資質・能力の育成に関する 
児童の実態 

 
○ ＩＣＴ機器を活用し、最後まで課
題に粘り強く取り組む力が伸びた児
童が多い。 

○ 自分のもち味を更に発揮できる余
地のある児童が多い。 

○ 新しいことにもっと挑戦できる可
能性のある児童が多い。 

育成を目指す創造的な資質・能力 
 
◎「未来を切り拓く力」 
 
○ 目指すこども像 
 「もち味を生かして挑戦するこども」 

⑤ 学習効果を高めるために連動して実施する教育活動 
 
○ プログラミング教育     ○ タイピング練習・検定 
○ 学校情報化の取組      ○ ＳＤＧｓについての学習 
○ 開校65周年行事       〇 学校行事     など 

「東蒲オリジナルブレンド茶づくり」 
35時間【Ａものづくり】 

〔目標〕 
学区域で創業100年近くになる蒲南

茶荘と連携し、東蒲小オリジナルブレ
ンド茶をつくる活動を通して、相手に
受け入れられるコンセプト設定や企
画、発信を行うために必要な知識・技
能等を身に付け、収集した情報やアイ
デアを視点をもって整理・分析する思
考力、判断力、表現力等を高め、もち
味を生かして協働しながら粘り強く取
り組む力を育むようにする。 
 
 

〔連携する外部機関〕 
・蒲南茶荘 
〔協力依頼する事項〕 
・オリジナルブレンド茶づくりについ
ての指導、助言、講評 

「麦わら細工で商店街を元気にしよう」 
35時間【Ｂ地域の創生】 

〔目標〕 
キネマ通り商店街や大田区郷土博物館と

連携し、大森麦わら細工を商店街に飾って
商店街を活性化させる実践を通して、地域
の人々に受け入れられるコンセプト設定や
企画、発信を行うために必要な知識・技能
等を身に付け、収集した情報やアイデアを
視点をもって整理・分析する思考力、判断
力、表現力等を高め、もち味を生かして協
働しながら粘り強く取り組む力を育むよう
にする。 
 

〔連携する外部機関〕 

・キネマ通り商店街 

・大森麦わら細工の会    

・八百文 

・メンズヘアサロン ロダン 
・上州屋紙店   
〔協力依頼する事項〕 
・麦わら細工についての指導、助言、講評 

⑧ 各教科で削減する授業時数 
 
総合的な学習の時間 15時間 
国語           ８時間 
社会           ５時間 
図画工作         ２時間 
家庭           ２時間 
外国語          ３時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究構想図                  おおたの未来づくり全体計画 

３ 

２ ３ 

 

未来を切り拓く力の育成 ～教科担任制を生かして～ 

もち味を生かして挑戦するこども 

本校の教育目標 社会の要請 

■笑顔とあたたかさあふれる未来を創り

出す力を育ててほしい。 

（おおた教育ビジョン） 

◎ 未来を切り拓くこども 

と 友達を大切にするこども 

う 運動で体をきたえるこども 

ほ 本気で学ぶこども 

よ よく聞き話せるこども 

■地域や家庭の人々との交流を通し

て、自ら考え、判断し、行動できる

力を高めてほしい。 

  

 

 

児童の実態 

 

教員の願い 

■ＩＣＴ機器を活用し、最後まで課題に粘り強く取り

組む力が伸びた児童が多い。 

■対話的な学びを通して自分の考えを再構築できた

という実感が伴っていない児童がいる。 

■他者と交流するよさが実感できていない児童がい

る。 

■児童が得意なことを見付け、力を発揮してほし

い。 

■失敗を恐れずに新たなことに挑戦してほしい。 

■地域とのつながりの中で学んでほしい。 

■体験する楽しさや、伝える面白さを感じてほし

い。 

研究主題 

目指すこども像 

 

研究主題設定の理由 

 本校では、児童が豊かな創造性を備えた持続可能な社会の創り手となることを目

指している。そのために、知・徳・体の学校の教育目標「とうほよ」の上位目標とし

て、令和６年度より「未来を切り拓くこども」を新たに掲げた。これは、児童が、変

化の激しい未来社会を主体的に生きていくために必要な資質・能力を育成するためで

ある。本研究は、この学校の教育目標を実現するための取組である。そこで本研究で

は、教育目標の実現の中核としたい大田区独自の教科「おおたの未来づくり」の授業

研究を通して研究主題に迫ることとした。 

さらに、本校の特色ある教育活動を支える小学校教科担任制を通して、教科の専門

性を生かした質の高い授業を行い、多面的・多角的な児童理解の促進を図り、複数の

教員で学級を見守ることによる学級の安定化を図る取組を生かして本研究を推進し

たいと考え、副題を設定した。 

以上より、本研究主題を「未来を切り拓く力の育成 ～教科担任制を生かして～」

とした。 

 
大田区教育委員会事務局指導課指導主事の皆様

に年間を通して御指導・御助言をいただくことで、

教科「おおたの未来づくり」の授業づくりを行う。 

活用 

 
第５学年及び第６学年で実施し、指導の専門性

に根差した質の高い授業を行い、複数の教員で学

級を見守り、児童がどのように変容するかを明ら

かにすることで、小規模校における教科担任制の

効果を検証する。 

おおたの未来づくり 教科担任制 

 
研究仮説 

教科担任制を生かし、教科「おおたの未来づくり」を通して、もち味を生かして挑戦する姿の実現を図ること

で、本校の教育目標である「未来を切り拓くこども」の育成につながるだろう。 

目指すこども像設定の理由 

 「未来を切り拓く力」をよりイメージしやすくす

るために、目指すこども像を設定した。本校の教員

が話し合い、「得意なことを生かしてほしい」、「失

敗を恐れずに挑戦する姿勢を育みたい」、「自己肯定

感を高めたい」、「なりたい自分を見付けられるよう

にしたい」などの意見が出され、「もち味を生かし

て挑戦するこども」というこども像を設定した。自

分や他者のよさを生かして主体的に取り組もうと

する態度を身に付けさせたいという願いを込めた。 

 

研究方法 
■授業研究：全学年・専科による年７回の授業研究 

■児童を対象とした質問紙調査による実態把握及び検証：調査・ＰＲ部会による年２回のアンケート 

地域や家庭の願い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

研究経過（おおたの未来づくり編） 

校
の
教
育
目
標
を

見
直
し
ま
し
た 

知
・
徳
・
体
の
学
校
の
教
育
目

標
「
と
う
ほ
よ
」
の
上
位
目
標
と

し
て
、
令
和
六
年
度
よ
り
「
未
来

を
切
り
拓
く
こ
ど
も
」
を
新
た

に
掲
げ
ま
し
た
。 

学  

 

 

 

 

 

 

令和６年度当初に上位
目標を掲げた学校の教育
目標です。創造的な資
質・能力の素地の育成を
含めて、全教育活動を通
して、全校で取り組んで
いくことを示しました。 

５ 

 

本
校
の
目
指
す
こ
ど
も
像
を

達
成
す
る
た
め
の
合
言
葉
を
つ

く
り
ま
し
た
。
「
で
き
タ
ネ
」
、

「
い
い
ネ
」
は
、
自
他
の
よ
さ
や

も
ち
味
を
見
付
け
る
合
言
葉
で

す
。 

合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
開
発 

 

図
工
専
科
の
力
で
、
成
長
の

種
が
芽
吹
く
イ
メ
ー
ジ
と
、
学

級
に
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合

う
雰
囲
気
が
根
付
く
イ
メ
ー

ジ
を
擬
人
化
し
ま
し
た
。 

キ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
全教室にポスターを掲示 

ど
も
の
姿
で 

イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た 

 

「
も
ち
味
を
生
か
し
て
挑
戦

す
る
こ
ど
も
」
と
い
う
「
目
指
す

こ
ど
も
像
」
を
設
定
し
ま
し
た
。 

こ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学
年のみ
の取組
になりが
ち……。 

育成を目指
す創造的な資
質・能力を「未
来を切り拓く
力」としたが、
やや抽象的で
イメージしづ
らいよう……。 

「自分や他
者のよさやも
ち味を生かす
こと」をどうや
って全校の児
童に伝えれば
よいかなあ…
…。 

合言葉をつ
くった後、浸透
させるため
に、まずは教
員がたくさん
使いたいけれ
ども…・・。 

ず
大
切
に
し
た
の
は

知
る
、
体
験
す
る
こ
と 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
を
育
て
る
た
め
に
、
興

味
を
も
つ
こ
と
や
、
楽
し
い
学

習
に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

ま
し
た
。 

ま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業パート
ナーとの打合
せと出会いを
どうしよう…
…。 

答えのない
課題に対して、
創造と探究を
していくのは、
児童が難しい
と感じやすい
……。 

統
表
を
開
発
し

ま
し
た 

系
統
的
な
指
導
を
実
現
す
る

目
安
と
し
て
、
児
童
の
具
体
的

な
姿
を
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

（
１
３
ペ
ー
ジ
参
照
） 

系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素地を育成
する上で、低
学年はどこま
で育成すれ
ばよいかが
分からないよ
……。 

び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
に
焦
点
化 

 

年
度
当
初
の
研
究
全
体
会
に

て
、
「
目
指
す
こ
ど
も
像
」
と
共

に
検
討
し
て
決
め
ま
し
た
。 

学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１～第
４学年は、何
をすればよ
いのかなあ
……。 

各学年がバラバラ
の創造的な資質・能力
の素地を育成すること
がないようにしました。 

授業パートナーの
御厚意で複数回の
直接交流を行う機
会を設定しました。 

目指すこども像の検
討段階では、児童の実
態を踏まえた教員の願
いを出し合いました。 

言
葉
で
伝
え
ま

し
た「挑

戦
な
く
し
て
成
長
な

し
」
、
「
も
ち
味
を
生
か
す
」
と

い
っ
た
合
言
葉
を
児
童
に
向
け

て
繰
り
返
し
発
信
し
ま
し
た
。 

合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えが出なくて活動
が停滞しそうなときに、
この合言葉が活躍しま
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
創造的な資質・能力
の指導の目安を階段状
のドットで表すこと
で、系統性の視覚化を
図りました。 
 

 

 

東蒲小 

オリジナル 

東蒲小 

オリジナル 

東蒲小 

オリジナル 

東蒲小 

オリジナル 

 

 

 

 

 

 

 

 
特別支援教室の様子
です。めあてが達成でき
たとき、素敵な言動があ
ったときに、黒板にたくさ
ん貼っていきました。 
 

 

 

児童と教員
の学びは相似
形です。児童
も教員も、共
に学び続けて
います。 

 
このページは、 

右から左へ読んでね 

東蒲小 

オリジナル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

研究経過（教科担任制編） 

同
研
修
会
を 

中
富
小
学
校
と
実
施

同
じ
く
小
規
模
モ
デ
ル
推
進
校
で
あ

る
大
田
区
立
中
富
小
の
先
生
方
に
呼
び

掛
け
て
、
六
月
に
東
蒲
小
に
て
合
同
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
率
直
に
言
い

合
い
、
話
し
合
う
こ
と
で
同
僚
性
が
高

ま
り
、
連
帯
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 合 

 

 

 

 

 

 

 

似た悩みを抱えている
ことを聞いて、少し安心。
研究推進校同士で、連帯
感が生まれました。 
自校で工夫している点
を情報交換しました。 

７ 

規
模
校
な
の
で
、

そ
れ
が
当
た
り
前
で
す

単
学
級
の
場
合
は
同
じ
内
容

の
授
業
が
で
き
な
い
の
は
仕
方

な
い
こ
と
。
教
科
を
絞
り
、
そ
の

教
科
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

目
指
し
ま
す
。 

小
当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
科
進
度
状
況
の

ボ
ー
ド
を
活
用

区
内
先
進
校
の
取
組
を
参
考

に
し
、
「
①
余
剰
あ
り
、
②
調
整

の
必
要
な
し
、
③
時
間
が
欲
し

い
」
の
３
色
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
掲

示
し
ま
し
た
。 

各  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員室にボードを設置 

学
校
で
は
そ
れ
が

普
通
だ
と
考
え
ま
し
た

中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉川大学 坂野 慎二 教授 
 

誰か悩みを
聞いて。大変
さを分かって！ 
今までやっ
てきたことが
できない・・・。 
他校ではど
うやっている
の？ 
理科専科が
兼務している
２校で協力し
たよ。 

 

慣 れ て
ないから大
変・・・。 
やること
が多過ぎ！ 
時間が
少な過ぎ！ 

 

 第５・６学年
が単学級な
ので、同じ授
業は一度も
ないよ！ 

思ったよ
うに学習を
進められな
い・・・。 

じ
授
業
を
や
る
か
ら
楽

な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

日
本
大
学 

山
森
光
陽
教
授
か
ら

「
教
科
担
任
制
で
同
じ
授
業
を
す
る
と

し
て
も
、
ク
ラ
ス
が
３
つ
あ
れ
ば
、
内

容
は
同
じ
で
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違
う

し
、
雰
囲
気
が
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
。
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

同

じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都教育委員会と山森
教授による訪問指導 

 

 

 

どんな
授業をす
ればいい
の？ 

童
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
規
準
に

 

最
終
的
に
児
童
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
だ
と
学

び
ま
し
た
。
確
実
に
児
童
の
満
足

度
は
高
い
で
す
。
さ
ら
に
、
保
護

者
・
地
域
の
関
心
も
高
い
で
す
。 

児 

 

 

 

 

 

テキストマイニング 
 

本当に
効果的な
取組になっ
ているの
かな？ 

の
校
務
分
掌
で 

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
す 

全
て
を
均
等
に
は
で
き
な
い

の
で
、
校
務
分
掌
を
含
め
て
ト

ー
タ
ル
で
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
御
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

他 
持ち時数の変化 
 R５ R６ 

６年 24 17 

５年 24 17 

４年 24 2３ 

３年 23 19 

２年 21 21 

1年 20 20 

 
R５年度までの専科は音楽図工 
R６年度から新しく専科を配置 
理  科：加配    第３・５・６学年 
家庭科：区時間講師  第５・６学年 
外国語：都時間講師  第３～６学年 

 

担当教
科によっ
て持ち時
数が違う
……。 

材
適
所
に
配
置
す
る

校
務
分
掌
を
考
え
ま
し
た 

中
学
校
籍
の
部
活
動
指
導
経
験

の
あ
る
理
科
専
科
と
、
筋
ト
レ
が
趣

味
で
運
動
が
得
意
な
新
規
採
用
教

員
を
体
育
的
行
事
委
員
会
の
駅
伝

担
当
に
配
置
し
ま
し
た
。 

適 
小学生
駅伝大会
に向けて、
どうやって
取り組ん
でいこう
かな・・・。 

今後、小規模校での
教科担任制の効果を更
に検討する必要あり。 

先進校では、「授業が
楽しい。」と肯定的な児
童の声。教科担任制って
いいのかもしれない！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

臀筋群を鍛えるシング
ルレッグルーマニアンデ
ッドリフトをみんなでやっ
ています。体幹部の筋力
は、フォームの安定につ
ながります。 

 

 

 

先生が授業楽しい！と
思うのなら、児童も楽し
いはず。 

慣れればできます！ 

学年を超えて
同一教科を指導
する場合は、教
科の系統性を高
める感覚がもて
ると自分の成長
にプラスになり
ます。 

東蒲小 

オリジナル 

東蒲小 

オリジナル 

メリットをより引き出す
ことが大切ですよ！ 

 
このページは、 

右から左へ読んでね 


